
問
題
の
所
在

こ
の
小
論
で
は
明
治
二
四
年
の
小
学
校
教
則
大
綱
（
以
下
24
年
教
則
）

以
降
、
昭
和
一
六
年
に
お
け
る
国
民
学
校
令
に
い
た
る
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
国
語
科
の
教
科
書
教
材
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
科
が
教
科

と
し
て
の
自
立
性
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

国
民
学
校
令
ま
で
の
半
世
紀
以
上
に
お
よ
ぶ
国
語
科
の
教
育
内
容
を
規

定
し
た
24
年
教
則
に
お
け
る
読
書
作
文
科
の
「
要
旨
」
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
読
書
及
作
文
ハ
普
通
ノ
言
語
並
日
常
須
知
ノ
文
字
、
文
句
、
文
章
ノ

読
ミ
方
、
綴
リ
方
及
意
義
ヲ
知
ラ
シ
メ
適
当
ナ
ル
言
語
及
字
句
ヲ
用

ヒ
テ
正
確
二
思
想
ヲ
表
彰
ス
ル
ノ
能
ヲ
養
ヒ
兼
テ
智
徳
ヲ
啓
発
ス
ル

ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

こ
こ
で
い
う
「
智
徳
」
の
実
質
は
、
読
本
に
掲
げ
る
べ
き
事
項
に
関
す
る

「
修
身
、
地
理
、
歴
史
、
理
科
、
其
他
日
常
ノ
生
活
二
必
須
ニ
シ
テ
教
授

ノ
趣
味
ヲ
添
フ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
指
示
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
教
則
下
に
お
け
る
読
書
科
（
明
治
三
三
年
の
小
学
校
令
施

行
規
則

I

以
下
33
年
教
則
ー
|
'
以
降
は
国
語
科
）
に
お
い
て
は
、

言
語
に
関
わ
る
技
能
や
知
識
の
教
授
と
と
も
に
「
修
身
、
地
理
、
歴
史
、

理
科
、
其
他
日
常
ノ
生
活
二
必
須
」
な
事
項
に
よ
る
「
智
徳
」
の
「
啓
発
」

も
ま
た
教
育
内
容
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
明

治
二

0
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
教
材
を

読
書
科
の
教
材
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
教
則
に
お
け
る

教
材
内
容
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
明
治

三
0
年
代
以
降
、
さ
ら
に
は
国
定
教
科
書
改
訂
の
た
び
に
国
語
科
の
教
材

と
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
と
の
共
通
性
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
換
言
す

れ
ば
国
語
科
が
教
科
と
し
て
の
自
立
性
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
と
く
に
地
理
的
教
材
と
そ
の
変
容
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
次
に

示
す
、

24
年
教
則
．

33
年
教
則
下
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
読
書
科
・
国
語
科

教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
と
地
理
科
の
教
科
書
教
材
と
を
対
比
し
、

そ
の
内
容
や
叙
述
方
法
の
異
同
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

33
年
教
則
下
に
お
い
て
国
語
科
が
い
か
な
る
教
育
内
容
に
よ
っ
て
教
科
と

し
て
の
自
立
性
を
獲
得
し
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
①
゜

24
年
教
則
下
の
検
定
教
科
書
（
「
検
定
一
期
」
と
呼
ぶ
）

学
海
指
針
社
編
『
帝
国
読
本
』
（
明
治
二
五
年
初
版
、
二
六
年
訂
正
再

版
、
集
英
堂
刊
）

甲

国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
の
変
容

斐

雄

郎
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1

教
育
課
程
上
の
地
理
科
の
位
置

2
4
年
教
則
以
降
国
民
学
校
令
に
い
た
る
ま
で
、
教
育
課
程
上
に
お
け
る

地
理
科
の
位
置
に
関
す
る
変
更
は
二
度
あ
っ
た
。

33
年
教
則
と
明
治
四
〇

年
に
お
け
る
小
学
校
令
施
行
規
則
改
正
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

2
4
年
教
則
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
地
理
科
の
教
育
目
標
及
び
教
育
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
地
理
及
外
国
地
理
ハ
日
本
ノ
地
理
及
外
国
地
理
ノ
大
要
ヲ
授
ケ

テ
人
民
ノ
生
活
二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
理
会
セ
シ
メ
兼
ネ
テ
愛

国
ノ
精
神
ヲ
養
フ
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

尋
常
小
学
校
ノ
教
科
二
日
本
地
理
ヲ
加
フ
ル
ト
キ
ハ
郷
土
ノ
地
形
方

II 

地
理
科
の
教
育
内
容

第
二
期

第
三
期

第
四
期

今
泉
定
介
・
須
永
和
三
郎
編
『
尋
常
小
学
読
書
教
本
』
（
明
治
二
七
年

初
版
、
普
及
舎
刊
）

33
年
教
則
下
の
検
定
教
科
書
（
「
検
定
二
期
」
と
呼
ぶ
）

金
港
堂
編
『
尋
常
国
語
読
本
』
（
明
治
三
三
年
初
版
、
同
年
訂
正
再

版
、
金
港
堂
刊
）

坪
内
雄
蔵
『
国
語
読
本
尋
常
小
学
校
用
』
（
明
治
三
三
年
初
版
、
同
年

訂
正
再
版
、
冨
山
房
刊
）

国
定
国
語
教
科
書

第
一
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
（
明
治
三
六
年
発
行
、
三
八
年
翻
刻
発

行）『
尋
常
小
学
読
本
』
（
明
治
四
三
年
翻
刻
発
行
）

『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
（
大
正
七
I

―
二
年
発
行
）

『
小
学
国
語
読
本
尋
常
科
用
』
（
昭
和
八
ー
一
三
年
発
行
）

位
等
児
童
ノ
日
常
目
撃
セ
ル
事
物
二
就
キ
テ
端
緒
ヲ
開
キ
漸
ク
進
ミ

テ
本
邦
ノ
地
形
、
気
候
、
著
名
ノ
都
会
、
人
民
ノ
生
業
等
ノ
概
略
ヲ

授
ケ
更
二
地
球
ノ
形
状
、
水
陸
ノ
別
其
他
重
要
ニ
シ
テ
児
童
ノ
理
会

シ
易
キ
事
項
ヲ
知
ラ
シ
ム
ヘ
シ
（
中
略
）

地
理
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
実
地
ノ
観
察
二
基
キ
又
地
球
儀
地
図
写
真
等
ヲ

示
シ
児
童
ノ
熟
知
セ
ル
事
物
二
依
リ
比
較
類
推
セ
シ
メ
テ
確
実
ナ
ル

知
識
ヲ
得
シ
メ
又
常
二
歴
史
上
ノ
事
実
二
連
絡
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要

ス
教
育
内
容
と
し
て
「
理
解
セ
シ
メ
」
る
事
項
と
し
て
の
「
日
本
地
理
及

外
国
地
理
ノ
大
要
」
と
「
人
民
ノ
生
活
二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
」
、
「
養

フ
」
べ
き
も
の
と
し
て
「
愛
国
ノ
精
神
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
教
育
目

標
に
お
け
る
こ
の
二
重
構
造
は

33
年
教
則
を
経
て
国
民
学
校
令
に
い
た
る

ま
で
継
続
す
る
。

2
4
年
教
則
に
お
い
て
は
当
時
四
年
間
で
あ
っ
た
義
務
教
育
と
し
て
の
尋

常
小
学
校
で
は
、
日
本
地
理
に
関
し
て
は
日
本
歴
史
等
と
同
様
必
修
教
科

で
は
な
か
っ
た
が
、
選
択
教
科
と
し
て
課
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し

33
年
教
則
に
お
い
て
、
児
童
の
学
習
負
担
の
減
少
を
図

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
義
務
教
育
に
お
け
る
教
科
は
精
選
さ
れ
た
。

読
書
作
文
習
字
科
が
国
語
科
に
統
合
さ
れ
た
の
は
そ
の
一
環
で
あ
る
が
、

同
時
に
地
理
科
は
日
本
歴
史
科
等
と
同
様
義
務
教
育
と
し
て
の
尋
常
小
学

校
に
お
い
て
は
課
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

33
年
教
則

に
お
い
て
は
地
理
科
に
お
け
る
教
育
内
容
と
し
て
の
地
理
入
門
的
な
内
容

は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

地
理
ハ
地
球
ノ
表
面
及
人
類
生
活
ノ
状
態
二
関
ス
ル
知
識
ノ
一
斑
ヲ

得
シ
メ
又
本
邦
国
勢
ノ
大
要
ヲ
理
会
セ
シ
メ
兼
テ
愛
国
心
ノ
養
成
二
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資
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

地
理
ハ
本
邦
ノ
地
勢
、
気
候
、
区
画
、
都
会
、
産
物
、
交
通
等
並
ニ

地
球
ノ
形
状
、
運
動
等
ノ
大
要
ヲ
理
会
セ
シ
メ
又
学
校
ノ
修
業
年
限

二
応
シ
各
大
洲
ノ
地
勢
、
気
候
、
区
画
、
交
通
等
ノ
概
略
ヨ
リ
進
ミ

テ
本
邦
ト
ノ
関
係
二
於
テ
重
要
ナ
ル
諸
国
ノ
都
会
、
産
物
等
ヲ
知
ラ

シ
メ
且
本
邦
ノ
政
治
経
済
上
ノ
状
態
並
二
外
国
二
対
ス
ル
地
位
等
ノ

大
要
ヲ
授
ク
ヘ
シ
（
以
下
略
）

地
理
科
に
関
す
る
こ
の
規
定
は
国
民
学
校
令
ま
で
継
続
す
る
。
た
だ
し

明
治
四

0
年
に
お
け
る
小
学
校
令
改
正
で
義
務
教
育
と
し
て
の
尋
常
小
学

校
課
程
は
六
年
間
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

地
理
科
は
尋
常
小
学
校
の
第
五
・
六
学
年
に
お
け
る
必
修
教
科
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
義
務
教
育
に
お
け
る
地
理
科
の
空
白
期
間
は
明

治
三
三
年
か
ら
四

0
年
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2

地
理
教
科
書
の
教
材
構
成

明
治
三
二
年
、
高
等
師
範
学
校
訓
導
兼
助
教
授
で
あ
っ
た
森
岡
常
蔵
は

日
本
地
理
の
教
授
方
法
と
し
て
三
種
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
こ
こ

で
は
摘
要
体
、
旅
行
体
、
彙
類
体
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
切
。

森
岡
の
説
明
に
よ
る
と
、
摘
要
体
は
「
道
別
国
別
或
ハ
県
別
ト
シ
テ
其

区
分
毎
二
地
理
上
諸
般
ノ
事
実
ヲ
挙
グ
ル
方
法
」
、
旅
行
体
は
「
仮
二
学
校

所
在
ノ
国
若
ク
ハ
県
ヨ
リ
発
足
シ
、
陸
路
二
海
路
二
全
州
ヲ
遍
歴
ス
ル
者

ト
考
ヘ
シ
メ
、
其
経
路
中
ノ
都
邑
山
川
風
土
ヨ
リ
交
通
物
産
二
至
ル
マ
デ

順
次
二
授
ケ
ン
ト
ス
ル
」
方
法
で
あ
り
、
彙
類
体
は
「
自
然
誌
、
処
誌
、

生
業
誌
等
日
本
全
国
二
於
ケ
ル
一
方
面
ノ
記
載
ヨ
リ
漸
次
他
方
面
ノ
記
載

二
及
ブ
方
法
」
で
あ
る
③
。

小
学
校
教
則
大
綱
、
小
学
校
令
施
行
規
則
下
に
編
集
さ
れ
た
地
理
教
科

書
の
編
集
方
法
は
、
国
定
教
科
書
は
も
と
よ
り
検
定
期
教
科
書
に
お
い
て

も
ほ
と
ん
ど
が
「
摘
要
体
」
に
即
し
た
記
述
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
具
体

例
を
小
学
校
令
施
行
規
則
下
の
最
後
に
刊
行
さ
れ
た
第
五
期
国
定
地
理
教

科
書
（
昭
和
一
三
年
）
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
教
科
書
に
お
い
て
日
本
地
理
に
関
わ
る
教
材
構
成
は
、
総
論
と
し

て
の
「
大
日
本
帝
国
」
と
各
論
と
し
て
の
地
方
区
画
別
記
述
と
の
二
つ
の

レ
ベ
ル
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
レ
ベ
ル
ご
と
に
施
行
規
則
で
規
定
さ
れ

た
「
地
勢
、
気
候
、
区
画
、
都
会
、
産
物
、
交
通
等
」
の
項
目
に
関
す
る

情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

総
論
部
分
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

我
が
国
の
領
土
・
四
周

面
積
地
勢
・
気
候
・
産
業
・
交
通

国
民
行
政
区
画

地
方
区
画

地
方
別
記
述
の
各
節
を
「
近
畿
地
方
」
（
巻
一
第
五
）
を
例
に
と
っ
て
み

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
か
っ
こ
内
は
小
見
出
し
）
。

一

区

域

二
地
勢
（
北
西
部
、
南
部
、
中
央
部
、
海
岸
、
気
候
）

三
産
業
（
農
業
・
林
業
、
工
業
、
水
産
業
、
鉱
業
）

四
交
通
（
陸
上
の
交
通
、
海
上
の
交
通
）

五
都
邑
（
京
都
、
奈
良
、
大
阪
、
神
戸
、
そ
の
他
）

「
都
邑
」
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
も
上
記
ニ
レ
ベ
ル
と
同
様
、
「
地
勢
、

気
候
、
区
画
、
都
会
、
産
物
、
交
通
等
」
に
関
す
る
情
報
の
多
く
は
網
羅
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さ
れ
て
い
る
。
例
を
「
大
阪
」
に
関
す
る
記
述
で
見
る
こ
と
に
す
る
。

大
阪
は
淀
川
の
下
流
の
沿
岸
平
地
に
あ
つ
て
、
人
口
は
凡
そ
三
百
万
、

東
京
に
次
ぐ
大
都
会
で
、
我
が
国
第
一
の
工
業
都
市
で
あ
り
、
近
畿

地
方
以
西
に
於
け
る
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
。
市
内
に
は
運
河
が
縦

横
に
通
じ
て
水
運
が
便
利
で
あ
る
か
ら
水
の
都
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
。

又
港
の
設
備
が
よ
く
と
と
の
つ
て
ゐ
て
、
大
き
い
汽
船
も
出
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
つ
て
貿
易
も
年
と
共
に
発
達
し
、
近
年

横
浜
と
匹
敵
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
我
が
国
第
一
の
輸
出
品
た
る
綿

織
物
の
輸
出
が
甚
だ
多
い
。
又
大
阪
帝
国
大
学
が
あ
る
。

こ
こ
で
も
区
域
・
地
勢
、
産
業
、
交
通
に
か
か
わ
る
情
報
は
網
羅
さ
れ
て

お
り
、
「
都
邑
」
に
代
わ
る
情
報
と
し
て
主
要
施
設
（
こ
の
場
合
は
「
大
阪

帝
国
大
学
」
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。

地
理
教
科
書
は
、
全
国
、
地
方
、
都
会
と
い
う
単
位
ご
と
に
こ
れ
ら
の

事
項
に
つ
い
て
網
羅
す
る
と
い
う
構
造
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

33
年
教
則
下
に
五
期
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
国
定
地
理
教
科
書
や
そ

れ
以
前
の
検
定
教
科
書
等
を
概
観
し
て
み
る
と
、
情
報
内
容
に
つ
い
て
は

も
と
よ
り
、
そ
の
疎
密
、
国
際
情
勢
の
変
動
に
伴
う
国
土
の
変
動
、
区
画

設
定
の
方
法
、
記
述
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
し
か

し
こ
こ
で
示
し
た
国
定
五
期
の
地
理
教
科
書
に
い
た
る
ま
で
そ
の
教
材
構

成
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
う
し

た
地
理
教
科
書
の
構
造
は
、
明
治
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
若
林
虎
三
郎
の

『
地
理
小
学
』
（
普
及
舎
）
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

33
年
教
則
に
お
い
て
地
理
科
の
教
育
内
容
と
し
て
示
さ
れ
た
「
知
識
ノ

一
斑
ヲ
得
シ
メ
」
、
あ
る
い
は
「
理
会
セ
シ
メ
」
る
べ
き
「
地
球
ノ
表
面
及

人
類
生
活
ノ
状
態
」
、
「
本
邦
国
勢
ノ
大
要
」
と
、
「
養
成
」
す
べ
き
「
愛
国

心
」
の
う
ち
、
教
科
書
が
担
っ
た
の
は
主
と
し
て
「
本
邦
国
勢
ノ
大
要
」

で
あ
り
、
そ
の
記
述
方
法
が
摘
要
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
彙
類
体
に
よ
る
教
材
は
、
第
二
期
国
定
地
理
教
科
書
（
『
尋
常
小
学

地
理
』
明
治
四
三
年
）
以
降
、
終
末
、
ま
た
は
日
本
地
理
終
了
後
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
地
勢
、
産
業
、
交
通
な
ど
の
項
目
に
即
し
て
、
摘
要
体
に
よ

っ
て
学
ん
だ
知
識
を
整
理
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

検
定
期
に
は
旅
行
体
を
標
榜
し
た
教
科
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
学
海

指
針
社
編
集
の
『
日
本
地
理
初
歩
』
（
明
治
二
五
年
、
集
英
堂
蔵
版
）
が
そ

の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
従
来
の
方
法

が
「
児
童
ヲ
シ
テ
倦
厭
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
」
こ
と
を
「
甚
ダ
憾
無
キ
コ
ト
能

ハ
ズ
」
と
批
判
し
、
旅
行
体
に
よ
る
記
述
に
よ
っ
て
「
講
習
ノ
間
、
知
ラ

ズ
、
識
ラ
ズ
、
地
理
上
ノ
知
識
ヲ
収
得
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
」
す
こ
と
と

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
次
に
見
る
よ
う
に
全
国
、

地
方
（
各
道
・
各
国
）
、
都
会
と
い
う
単
位
ご
と
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

本
書
ノ
総
論
二
、
日
本
地
理
ノ
大
略
卜
、
人
民
生
業
ノ
概
略
ト
ヲ
示

シ
、
以
テ
日
本
全
国
ヲ
概
想
セ
シ
メ
、
更
二
進
ン
デ
本
島
地
理
ノ
大

体
ヲ
説
キ
テ
、
旅
行
ノ
概
念
ヲ
起
コ
サ
シ
ム
、
又
各
道
ノ
初
ニ
ハ
、

其
地
ノ
大
勢
ヲ
述
ベ
タ
ル
後
、
旅
行
ノ
順
序
ニ
ョ
リ
、
各
国
著
名
ノ

山
川
・
都
会
・
名
所
・
旧
蹟
、
物
産
ヲ
示
ス

旅
行
体
と
い
え
る
表
現
は
、
た
と
え
ば
「
和
歌
ノ
浦
•
紀
三
井
寺
等
ノ
名

所
ヲ
遊
覧
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
田
辺
ヲ
経
、
那
智
ノ
瀑
布
ヲ
見
、
新
宮
二
至
リ
、

熊
野
神
社
二
参
拝
セ
ン
ト
シ
タ
レ
ド
、
道
路
悪
シ
ト
聞
キ
、
和
歌
山
ヨ
リ

引
キ
返
シ
テ
、
和
泉
二
入
リ
、
堺
二
至
ル
」
（
巻
之
上
第
四
「
畿
内
」
）
と

い
う
よ
う
に
、
各
国
、
ま
た
都
会
の
情
報
の
つ
な
ぎ
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
続
く
「
大
阪
」
に
関
す
る
記
述
方
法
は
摘
要
体
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検
定
一
期
、
二
期
、
そ
し
て
国
定
の
四
期
約
四
十
年
間
に
わ
た
る
国
語

（
読
書
）
教
科
書
に
お
け
る
地
理
教
材
を
、
そ
の
題
材
と
記
述
内
容
に
着

目
し
て
概
観
す
る
と
、
お
お
む
ね
次
の

3
つ
に
時
期
区
分
が
で
き
る
。

網
羅
期
（
検
定
一
期
・
ニ
期
）

限
定
期
（
国
定
一
期
・
ニ
期
）

変
容
期
（
国
定
三
期
・
四
期
）

111

国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材

に
よ
る
も
の
と
大
差
は
な
い
。

普
及
舎
編
集
の
『
小
学
地
理
』
（
明
治
三
三
年
、
普
及
舎
）
も
ま
た
旅
行

体
に
よ
る
記
述
を
緒
言
で
う
た
っ
て
い
る
。
記
述
方
法
が
実
際
に
は
摘
要

体
で
あ
る
こ
と
は
『
日
本
地
理
初
歩
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
教
科
書

を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
「
過
去
歴
史
上
ノ
関
係
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
」
と
い
う
方

針
と
そ
の
叙
述
方
法
で
あ
る
。
地
理
的
事
項
を
歴
史
と
関
連
さ
せ
て
教
授

す
べ
き
こ
と
は
教
則
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
『
小
学
地
理
』
に
お
い
て
は

次
の
「
奈
良
」
（
巻
二
第
二
章
第
二
）
の
一
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ

を
叙
情
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

吉
野
川
を
渡
れ
ば
、
花
の
名
所
の
吉
野
山
あ
り
。

吉
野
山
、
か
す
み
の
お
く
は
、
し
ら
ね
ど
も
、

見
ゆ
る
か
ぎ
り
は
、
さ
く
ら
な
り
け
り
。

如
意
輪
堂
後
醍
醐
天
皇
の
御
陵
な
ど
を
拝
し
て
は
、
昔
の
こ
と
を

お
も
は
ぬ
も
の
は
あ
ら
じ
。

こ
の
よ
う
な
叙
述
の
し
か
た
は
地
理
教
科
書
で
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ

た
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
の
記
述
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

以
下
こ
の
類
別
に
即
し
て
各
期
の
地
理
的
教
材
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

ー
「
網
羅
期
」
の
地
理
的
教
材

こ
の
時
期
の
教
科
書
の
編
集
方
針
は
次
の
『
帝
国
読
本
』
の
凡
例
に
典

型
的
に
表
れ
て
い
る
。
読
書
科
（
検
定
二
期
に
お
い
て
は
国
語
科
）
の
教

科
書
が
地
理
科
と
し
て
の
教
材
を
網
羅
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
二
歴
史
地
理
二
関
ス
ル
事
項
ハ
、
順
序
ヲ
立
テ
テ
記
述
シ
、
全
部

ヲ
読
習
シ
畢
ル
ノ
後
ハ
、
自
ラ
右
二
科
ノ
大
要
二
、
通
発
セ
シ
メ
ン

コ
ト
ヲ
期
セ
リ
、

『
帝
国
読
本
』
は
総
論
と
し
て
の
「
日
本
」
に
続
い
て
「
畿
内
」
「
中
国
」
、

「
東
海
道
」
「
東
山
道
」
「
北
陸
道
」
、
「
九
州
」
「
四
国
」
「
北
海
道
」
と
い

う
よ
う
に
地
域
別
教
材
を
配
置
し
、
地
域
ご
と
に
「
京
都
」
「
大
阪
」
、
「
横

浜
」
「
東
京
」
、
「
長
崎
」
等
主
要
都
市
に
つ
い
て
の
教
材
を
続
け
て
い
る
。

地
理
教
科
書
に
お
け
る
摘
要
体
の
構
造
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
た
も
の
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

『
尋
常
小
学
読
書
教
本
』
の
場
合
も
、
「
吾
等
の
生
ま
れ
た
日
本
」
、
「
大

日
本
帝
国
」
に
続
け
て
地
域
教
材
を
配
置
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は

「
畿
内
八
道
」
、
「
琉
球
卜
北
海
道
」
の
二
課
に
ま
と
め
ら
れ
、
都
会
に
つ

い
て
の
教
材
も
「
東
京
」
、
「
大
阪
卜
西
京
」
、
「
鎌
倉
」
の
み
で
あ
る
。
こ

の
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
の
構
成
法
を
特
徴
づ
け
る
の
は
彙
類
体

で
あ
る
。
「
我
が
国
の
山
川
」
「
名
所
古
跡
」
「
我
が
国
の
工
業
」
、
「
気
候
卜

物
産
」
「
日
本
三
景
」
「
五
港
」
の
よ
う
に
、
地
勢
、
都
邑
、
産
業
、
交
通

な
ど
の
視
点
か
ら
地
理
的
教
育
内
容
を
網
羅
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る。
検
定
二
期
の
二
種
の
教
科
書
に
共
通
す
る
編
集
方
針
は
、
旅
行
体
の
採
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用
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
総
論
に
続
け
て
、
登
場
人
物
が
汽
船
や
列
車
を
乗

り
継
い
で
日
本
を
一
周
し
、
「
其
経
路
中
ノ
都
邑
山
川
風
土
ヨ
リ
交
通
物
産

ニ
至
ル
マ
デ
順
次
二
授
ケ
」
る
た
め
の
教
材
を
配
列
し
て
い
る
。
そ
し
て

旅
行
体
で
は
網
羅
し
き
れ
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
摘
要
体
に
よ
っ
て
記
述

し
た
教
材
を
配
置
し
て
い
る
。
金
港
堂
で
は
こ
の
他
に
彙
類
体
に
よ
る
教

材
（
日
本
三
景
、
甕
、
日
本
の
水
産
、
日
本
ノ
農
業
、
日
本
ノ
港
、
鉱
物
、

石
炭
•
石
油
）
、
冨
山
房
で
は
摘
要
体
に
よ
る
教
材
（
東
京
市
、
京
都
、
大

阪
）
を
用
意
し
て
い
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
、
網
羅
期
と
し
た
こ
の
時
期
の
教
科
書
に
お
け
る
地

理
的
教
材
は
、
情
報
の
疎
密
や
記
述
方
法
の
差
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
題
材

の
選
択
の
し
か
た
に
お
い
て
地
理
教
科
書
と
の
間
に
大
き
な
開
き
は
見
出

せ
な
い
。
こ
の
意
味
で
こ
の
時
期
の
教
科
書
の
編
者
た
ち
に
と
っ
て
の
国

語
科
（
読
書
科
）
と
は
地
理
科
を
含
み
持
つ
教
科
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
検
定
一
期
に
お
い
て
は
、
日

本
地
理
を
尋
常
小
学
校
に
お
い
て
課
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
適

切
な
教
科
書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
読
本
が
そ
の
代
用
を
す

る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
教
育
世

論
な
ど
に
お
い
て
も
次
に
見
る
よ
う
に
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
④
゜

尋
常
科
に
て
も
動
植
鉱
物
、
物
理
、
化
学
、
生
理
、
衛
生
、
地
理
、

歴
史
等
に
関
す
る
知
識
を
与
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
な
る
を
、

学
科
の
複
雑
に
失
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
て
省
か
れ
た
る
は
読
書
を
し
て

之
れ
を
代
ら
し
め
む
と
す
る
に
外
な
ら
じ
、
（
中
略
）
然
ら
ば
則
ち
読

本
中
に
は
、
此
等
の
事
項
を
平
均
に
収
容
す
る
を
要
す
る
は
明
な
る

こ
と
（
以
下
略
）

そ
し
て
こ
の
論
理
は
地
理
科
の
空
白
期
間
に
お
け
る
検
定
二
期
の
教
科
書

編
集
法
に
も
貫
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2

「
限
定
期
」
の
地
理
的
教
材

国
定
国
語
教
科
書
の
編
集
方
針
は
、
編
纂
趣
意
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
固
。
第
一
期
国
定
国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
の
編
集

方
針
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

地
理
二
関
ス
ル
材
料
ハ
地
理
ノ
基
本
観
念
ヲ
養
フ
ヘ
キ
モ
ノ
及
我
国

ノ
主
要
ナ
ル
都
会
、
開
港
場
、
名
勝
、
産
物
、
其
他
全
国
地
理
一
般
、

外
国
地
理
一
般
二
渉
レ
ル
モ
ノ
ヲ
選
択
セ
リ
⑥

こ
の
方
針
は
前
期
の
「
網
羅
期
」
の
方
針
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
実
際
、
地
理
入
門
と
し
て
の
諸
教
材
は
も
と
よ
り
、
彙
類
体
で
記
述

さ
れ
て
い
る
「
日
本
の
景
色
」
「
開
港
場
」
「
ワ
ガ
国
ノ
物
産
」
な
ど
は
そ

れ
ぞ
れ
前
期
の
教
科
書
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
主
要
ナ
ル

都
会
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
東
京
、
奈
良
、
京
都
市
、
鎌
倉
、
大
阪
市
に

関
す
る
記
述
の
方
法
と
し
て
の
摘
要
体
も
前
期
と
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
全
国
、
地
方
、
都
会
の
各
レ
ベ
ル
の
す
べ
て
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
方
単
位
に
関
す
る
記
述
は
、
台
湾
、
琉
球
、

北
海
道
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
摘
要
体
や
彙
類
体
に
よ
る
教
材
も

「
網
羅
期
」
の
ど
の
教
科
書
に
比
べ
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意

味
で
国
定
一
期
の
特
色
は
、
地
理
科
の
教
育
を
目
指
す
と
い
う
前
期
の
目

標
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
教
育
内
容
を
限
定
し
た
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
小
学
校
訓
導
で
あ
っ
た
佐
々
木
吉

三
郎
は
、
「
網
羅
期
」
の
国
語
教
科
書
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
「
読
本
が
材

料
の
提
出
者
に
な
つ
て
、
（
地
理
、
歴
史
、
理
科
等
の
ー
ー
＇
引
用
者
）
事

物
教
授
は
、
読
本
を
出
発
点
と
し
て
、
是
れ
を
説
明
し
た
も
の
」
で
あ
る

こ
と
を
批
判
し
、
「
事
物
教
授
が
出
題
者
に
な
つ
て
読
本
は
其
の
事
物
教
授
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の
提
出
し
た
材
料
の
中
か
ら
国
語
教
授
の
目
的
に
合
す
る
材
料
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
い
る
切
。
「
網
羅
期
」
の
よ
う
な
、
地
理
科
を

は
じ
め
と
す
る
「
事
物
教
授
」
を
含
み
持
つ
教
科
と
し
て
の
国
語
科
の
た

め
の
教
科
書
で
は
な
く
、
国
語
科
そ
れ
自
体
の
目
的
に
即
し
た
教
科
書
編

集
の
提
言
で
あ
る
。

佐
々
木
の
提
言
が
教
科
書
編
集
に
お
け
る
「
網
羅
期
」
か
ら
「
限
定
期
」

へ
の
変
化
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
地
理
的
教
育
内
容
を
国
語
科
の
教
材
と
し
て
採
用
す

る
場
合
、
「
国
語
教
授
の
目
的
」
に
即
し
て
選
択
す
る
と
い
う
配
慮
が
は
た

ら
い
て
は
じ
め
て
国
語
教
科
書
は
「
網
羅
期
」
を
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
国
語
教
授
の
目
的
に
合
す
る
材
料
を
選
択
」
す
る
視
点
を
推
測
す
る

た
め
に
有
力
な
資
料
は
、
国
定
一
期
の
高
等
小
学
読
本
の
編
纂
趣
意
書
で

あ
る
。
第
一
期
に
お
い
て
も
高
等
小
学
校
で
は
地
理
科
は
必
修
教
科
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
と
地
理
科
と
の
関

連
の
さ
せ
方
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
⑧
゜

本
書
ハ
成
ル
ヘ
ク
他
教
科
ト
ノ
連
絡
ヲ
計
リ
殊
二
地
理
、
歴
史
二
関

シ
テ
ハ
児
童
力
別
二
教
科
書
ヲ
有
セ
ル
カ
故
二
務
メ
テ
其
進
度
二
顧

ミ
テ
排
列
セ
リ
例
ヘ
ハ
本
邦
地
理
二
於
テ
関
東
地
方
ノ
地
理
ヲ
学

フ
ヘ
キ
箇
所
二
「
靖
国
神
社
」
「
箱
根
山
」
「
足
尾
銅
山
」
ヲ
配
当
シ

外
国
地
理
二
於
テ
ア
ジ
ヤ
洲
ノ
地
理
ヲ
学
フ
ヘ
キ
箇
所
二
「
万
里
長

城
」
「
う
ら
ぢ
お
す
と
っ
く
」
ヲ
配
当
セ
ル
カ
如
ク
（
以
下
略
）

国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
を
、
地
理
科
の
補
完
教
材
と
し
て
意

味
づ
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
「
単
二
地
理
的
記

述
ヲ
ナ
ス
ニ
過
キ
サ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
避
ケ
」
た
と
し
、
次
の
六
項
目
を
選

択
の
視
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
⑨
゜

①
美
感
ヲ
養
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ

②
愛
国
心
又
ハ
公
益
心
ヲ
養
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ

③
理
科
思
想
ヲ
啓
発
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ

④
歴
史
二
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

⑤
我
国
ノ
人
民
ニ
シ
テ
特
異
ナ
ル
風
俗
習
慣
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

⑥
外
国
ノ
地
方
ニ
シ
テ
我
国
卜
深
キ
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

こ
れ
ら
が
当
時
の
「
国
語
教
授
の
目
的
に
合
す
る
材
料
を
選
択
」
す
る
た

め
の
視
点
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
地
理
的
題
材
で
あ
り
な
が
ら
複
数
の

教
科
の
ね
ら
い
が
重
な
り
、
し
か
も
「
美
感
ヲ
養
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ
」

と
い
う
の
が
こ
の
時
期
の
国
語
科
に
お
け
る
地
理
的
題
材
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
先
に
見
た
地
理
的
事
項
を
歴
史
と
関
連
さ
せ
て
叙
情
的
に
表
現
し
よ

う
と
し
た
『
小
学
地
理
』
（
普
及
舎
）
の
方
針
は
こ
こ
に
引
き
継
が
れ
て
い

る
と
い
え
る
⑩
゜

こ
の
教
科
書
で
は
地
理
的
教
材
に
お
い
て
「
地
勢
、
気
候
、
区
画
、
都

会
、
産
物
、
交
通
等
」
を
す
べ
て
網
羅
す
る
と
い
う
方
針
は
認
め
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
地
理
教
科
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
本
邦
国
勢

ノ
大
要
ヲ
理
会
セ
シ
メ
」
る
た
め
の
「
地
理
的
記
述
」
で
は
な
く
、
地
理

科
の
教
育
内
容
と
し
て

33
年
教
則
に
示
さ
れ
て
い
た
「
人
類
生
活
ノ
状
態

ニ
関
ス
ル
知
識
ノ
一
斑
」
と
し
て
の
風
俗
や
、
「
愛
国
ノ
精
神
二
資
ス
ル
」

教
材
と
し
て
の
、
国
民
精
神
の
象
徴
と
し
て
の
神
社
仏
閣
や
伝
統
的
な
名

勝
地
が
国
語
科
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
定
二
期
国
語
教
科
書
は
、
四
年
間
か
ら
六
年
間
へ
の
義
務
教
育
の
延

長
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
尋
常
小
学
校
五
年
・
六
年
に
お
け
る
地
理
科
等

の
必
修
化
に
対
応
す
る
た
め
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
編
纂
趣
意
書
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に
よ
れ
ば
、
こ
の
義
務
教
育
期
間
の
延
長
と
必
修
教
科
の
追
加
が
「
新
旧

読
本
二
著
シ
キ
差
異
ヲ
生
ゼ
シ
メ
」
、
ま
た
「
大
ナ
ル
便
宜
卜
自
由
ト
ヲ
得

タ
」
と
い
う
皿
゜

し
か
し
「
利
根
川
・
箱
根
山
・
日
光
山
・
大
和
巡
り
・
吉
野
山
・
瀬
戸

内
海
・
阿
蘇
山
・
樺
太
・
台
湾
」
な
ど
の
地
理
的
教
材
を
巻
九
以
上
に
置

い
た
の
は
「
地
理
ノ
教
科
卜
相
関
連
セ
シ
メ
ン
ガ
為
」
で
あ
り
、
配
列
の

仕
方
と
し
て
「
東
部
ヨ
リ
漸
次
中
部
・
西
部
二
移
レ
リ
」
と
し
て
い
る
の

は
第
一
期
高
等
小
学
読
本
に
お
け
る
補
完
機
能
と
し
て
の
方
針
を
そ
の
ま

ま
引
き
継
い
で
い
る
も
の
と
い
え
る
。
第
二
期
に
お
け
る
尋
常
小
学
四
年

生
ま
で
の
地
理
的
教
材
の
数
は
第
一
期
国
定
国
語
教
科
書
に
比
べ
て
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
尋
常
小
学
六
年
間
を
通
じ
て
の
地
理
的
教
材
は
、
第

一
期
に
お
け
る
高
等
小
学
読
本
巻
四
ま
で
と
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
。
そ

し
て
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね
摘
要
体
、
ま
た
は
彙
類
体
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
第
一
期
国
定
国
語
教
科
書
以
上
に
地
理
科
と
の
「
連
絡
」
を

重
視
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

3

「
変
容
期
」
の
地
理
的
教
材

第
二
期
国
定
教
科
書
に
関
し
て
、
文
部
省
で
は
高
等
師
範
学
校
や
府
県

師
範
学
校
に
お
け
る
使
用
の
経
験
に
よ
る
意
見
報
告
を
提
出
さ
せ
て
い
た
。

編
纂
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
は
そ
れ
ら
を
「
参
酌
」

し
つ
つ
編
集
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
⑫
゜

大
正
二
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
定
教
科
書
意
見
報

告
彙
纂
』
（
第
一
輯
ー
第
五
輯
）
に
み
る
各
校
の
指
摘
は
か
な
ら
ず
し
も
一

致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
地
理
的
教
材
に
対
し
て
の
べ
十
校
以
上
か
ら

要
請
が
提
出
さ
れ
て
い
た
反
応
は
、
教
授
時
期
に
関
わ
る
問
題
と
、
地
理

的
教
材
の
記
述
方
法
に
関
す
る
問
題
と
で
あ
る
。

教
授
時
期
に
関
わ
る
問
題
は
「
他
教
科
ト
ノ
連
絡
ヲ
計
リ
殊
二
地
理
、

歴
史
二
関
シ
テ
ハ
児
童
力
別
二
教
科
書
ヲ
有
セ
ル
カ
故
二
務
メ
テ
其
進
度

二
顧
ミ
テ
排
列
セ
リ
」
と
し
た
国
定
一
期
以
来
の
方
針
が
か
な
ら
ず
し
も

実
現
し
て
お
ら
ず
、
地
理
科
に
お
け
る
教
授
時
期
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ

て
お
り
、
所
期
の
効
果
を
挙
げ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
尋
常
小
学
校
五
年
以
上
の
教
材
で
見
る
な
ら
ば
、
「
利
根
川
」
「
日
光

山
」
「
足
尾
銅
山
」
「
あ
い
ぬ
の
風
俗
」
「
台
湾
よ
り
樺
太
へ
」
「
韓
国
の
風

俗
」
「
阿
蘇
山
」
「
国
産
の
歌
」
等
に
つ
い
て
の
掲
載
位
置
の
変
更
要
請
が

の
べ
ニ
十
四
校
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
。

も
う
―
つ
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
三
重
県
女
子
師
範
学
校
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
地
理
歴
史
理
科
等
二
関
ス
ル
材
料
ハ
其
等
教
科
ノ
材
料
ト
ノ
重
複

ヲ
避
ク
ル
ガ
為
適
当
ナ
ル
記
述
ノ
方
法
ヲ
執
ラ
レ
タ
シ
」
⑬
、
ま
た
石
川

県
女
子
師
範
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
理
科
地
理
等
ノ
実
科
的
材
料
ハ
多

ク
理
科
的
地
理
的
二
記
述
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果
地
理
又
ハ
理
科
ノ
教
科
書
ヲ

読
ム
ト
選
フ
所
ナ
シ
斯
ク
テ
ハ
国
語
ノ
目
的
ヲ
貫
徹
ス
ル
上
ヨ
リ
遺
憾
ヲ

免
レ
ザ
ル
点
多
々
ア
ル
ニ
ョ
リ
大
イ
ニ
趣
味
ア
ル
様
二
記
述
サ
レ
ン
コ
ト

ヲ
希
望
ス
」
⑬
と
い
う
要
望
に
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
摘
要
体
、
彙
類
体

で
の
記
述
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
一
方

で
「
国
産
の
歌
」
の
よ
う
に
彙
類
体
的
内
容
を
韻
文
化
し
た
教
材
に
つ
い

て
も
九
校
か
ら
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
が
広
島
高
師
に
よ

る
次
の
よ
う
な
批
判
で
あ
る
⑮
o

.

少
し
も
韻
文
の
権
威
乃
至
趣
味
を
感
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
韻
文
を
こ

の
種
の
事
項
の
記
憶
の
方
便
に
使
用
す
る
は
面
白
か
ら
ず
。
又
本
課

に
て
内
容
上
国
産
を
知
ら
し
む
る
を
重
要
な
る
目
的
と
す
る
な
ら
ば

散
文
を
以
て
趣
味
あ
る
や
う
に
工
夫
す
る
方
可
な
り
と
信
ず
。
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こ
れ
ら
と
同
様
の
問
題
は
、
小
学
教
育
の
改
善
に
関
す
る
「
臨
時
教
育

会
議
」
の
第
三
回
答
申
（
大
正
七
年
五
月
）
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
児
童
の
学
習
負
担
軽
減
や
学
校
と
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

な
ど
五
項
目
の
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
項
が
教

科
書
に
関
す
る
、
「
国
民
教
育
並
道
徳
教
育
ノ
徹
底
」
と
「
各
教
科
目
ノ
連

絡
権
衡
」
の
改
善
と
に
関
す
る
提
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
同

答
申
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
⑯
゜

（
前
略
）
修
身
歴
史
及
国
語
等
ノ
如
キ
児
童
ノ
特
（
徳
|
|
＇
引
用

者
）
性
涵
養
上
最
モ
重
要
ナ
ル
教
科
二
於
テ
其
ノ
教
科
書
中
ノ
資
料

及
記
述
概
ネ
平
凡
ニ
シ
テ
児
童
二
深
刻
ナ
ル
感
化
ヲ
与
フ
ル
ニ
足
ラ

サ
ル
ノ
感
ア
リ
此
ノ
点
二
関
シ
テ
ハ
特
二
意
ヲ
用
ヒ
将
来
一
層
有
力

ナ
ル
材
料
ヲ
加
ヘ
ム
コ
ト
ヲ
要
ス
（
後
略
）

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
三
期
の
国
定
国
語
教
科
書
の
改
訂
に
あ

た
っ
て
編
集
者
が
解
決
す
べ
き
課
題
は
、
読
み
手
と
し
て
の
児
童
に
「
深

刻
ナ
ル
感
化
ヲ
与
フ
ル
」
記
述
の
仕
方
と
、
他
教
科
と
の
連
絡
の
さ
せ
か

た
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
文
部
省
図
書
官
と
し
て
、
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
編
集
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
八
波
則
吉
は
、
と
く
に
記
述
の
仕
方
に
関
す
る

問
題
に
対
し
て
「
他
教
科
の
読
本
化
」
と
い
う
方
針
で
こ
た
え
よ
う
と
し

た
。
「
他
教
科
の
読
本
化
」
と
は

33
年
教
則
に
お
け
る
「
修
身
、
地
理
、
歴

史
、
理
科
、
其
他
日
常
ノ
生
活
二
必
須
ニ
シ
テ
教
授
ノ
趣
味
ヲ
添
フ
ル
モ

ノ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
規
定
中
の
「
趣
味
ヲ
添
フ
ル
モ
ノ
」
と
い
う
部
分

に
つ
い
て
の
解
釈
の
仕
方
で
あ
る
。
八
波
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
⑰
゜

読
本
の
文
章
は
趣
味
に
富
む
を
理
想
と
し
ま
す
。
面
白
い
か
否
か

こ
れ
が
読
本
の
文
章
の
優
劣
を
判
ず
る
主
な
る
標
準
の
一
っ

で
あ
る
と
心
得
て
、
面
白
い
や
う
に
、
出
来
る
だ
け
面
白
い
や
う
に

と
筆
を
運
び
ま
し
た
。
国
語
読
本
に
文
学
的
教
材
の
多
い
所
以
で
あ

り
ま
す
。
又
後
に
申
す
「
他
教
科
の
読
本
化
」
と
い
ふ
こ
と
も
、
全

＜
趣
味
の
豊
富
な
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

「
他
教
科
の
読
本
化
」
と
い
う
場
合
、
地
理
的
教
材
に
お
い
て
八
波
が
と

っ
た
方
法
は
「
児
童
本
位
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
文
章
の
登

場
人
物
に
な
る
べ
く
当
該
学
年
の
児
童
を
採
用
す
る
事
で
あ
り
、
そ
の
児

童
を
通
し
て
事
柄
を
語
ら
せ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
児
童
に
向
け
て
大
人
が

語
っ
て
聞
か
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
兄
弟
の
対
話
（
日
本
の
高
山
）
、

子
ど
も
に
向
け
て
の
書
簡
（
伊
勢
参
宮
、
大
連
だ
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
だ
よ

り
、
ト
ラ
ッ
ク
島
だ
よ
り
、
南
米
だ
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
）
、
子
ど
も

自
身
の
生
活
文
（
東
京
か
ら
青
森
ま
で
、
白
馬
岳
、
明
治
神
宮
参
拝
、
炭

鉱
）
な
ど
の
工
夫
に
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
こ
れ
ら
は
地
理
的
題
材
の
記
述
に
関
す
る
シ
ュ
ガ
ー
コ
ー
ト
に

過
ぎ
な
い
面
が
強
く
、
地
理
科
の
教
育
内
容
と
し
て
の
「
地
勢
、
気
候
、

都
会
、
産
物
、
交
通
等
」
に
関
す
る
情
報
の
す
べ
て
、
ま
た
は
い
く
つ
か

に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
地
理
教
育
の
立

場
か
ら
、
「
地
理
的
取
扱
を
当
然
受
く
べ
き
性
質
の
も
の
を
、
指
摘
し
て
其

の
地
理
的
指
導
の
重
要
点
を
挙
げ
」
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
⑱
゜

こ
う
し
た
記
述
方
法
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
っ
た
。
八
波
が
直
接
と
り

あ
げ
て
い
る
の
は
大
阪
毎
日
新
聞
の
社
説
（
大
正
―
二
年
七
月
―
二
日
）

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
道
具
立
の
た
め
に
国
語
教
育
の
重
要
素
た
る
文
章

そ
の
も
の
が
犠
牲
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
世
論

が
明
治
三
三
年
に
お
け
る
「
読
本
中
に
は
、
此
等
の
事
項
を
平
均
に
収
容
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す
る
を
要
す
る
は
明
な
る
こ
と
」
（
前
出
）
と
い
う
主
張
か
ら
「
文
学
性
、

趣
味
性
」
の
強
調
へ
と
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
八
波
は
こ

の
批
判
に
対
し
て
そ
れ
を
認
め
つ
つ
、

33
年
教
則
の
規
定
の
範
囲
内
で
の

工
夫
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
次
の
よ
う
に
弁
明
し
て
い
る
⑲
。

我
が
国
で
も
修
身
・
歴
史
・
地
理
・
理
科
等
が
独
立
の
教
科
と
な
つ

て
ゐ
る
今
日
で
は
、
読
本
は
読
本
個
（
固
ー
~
引
用
者
）
有
の
文

学
教
材
で
満
さ
れ
る
や
う
に
、
法
規
も
改
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
ひ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
今
日
の
と
こ
ろ
如
何
と
も
仕
方
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
出
来
る
だ
け
「
読
本
化
」
し
「
文
学
化
」
し
て
、

趣
味
多
い
文
章
を
書
く
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
読
本
化
」
に
随
分
骨
は

折
つ
て
あ
る
筈
で
す
が
、
ま
だ
滋
味
が
足
り
な
い
と
な
ら
、
此
の
次

は
も
つ
と
思
ひ
切
つ
て
文
学
読
本
に
す
る
事
で
す
。
蓋
し
こ
れ
が
至

当
の
事
と
思
は
れ
ま
す
。

第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
編
集
上
の
も
う
―
つ
の
課
題
は
他
教
科
と
し

て
の
地
理
科
と
の
連
絡
の
さ
せ
か
た
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

教
材
配
列
か
ら
み
る
と
、
第
二
期
国
定
国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
教

科
書
と
教
授
時
期
を
関
連
さ
せ
た
「
東
部
ヨ
リ
漸
次
中
部
・
西
部
二
移
レ

リ
」
と
い
う
方
針
は
、
第
三
期
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い

る
。
代
わ
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
「
ア
メ
リ
カ
だ
よ
り
」
「
ト
ラ
ッ
ク

島
便
り
」
「
上
海
」
「
南
米
よ
り
」
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
」
等
世
界
地
理
に
関

す
る
教
材
で
あ
る
。
こ
う
し
た
教
材
を
掲
載
し
た
背
景
に
つ
い
て
八
波
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
⑳
゜

世
界
を
相
手
に
、
こ
れ
は
現
代
人
の
標
語
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
が
尋
常
小
学
読
本
を
編
纂
す
る
際
に
も
、
こ
れ
を
標
語
の
一

つ
に
選
ん
で
、
小
国
民
に
逸
早
く
世
界
の
事
情
に
通
ぜ
し
め
る
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
も
多
く
の
場
合
、
「
地
勢
、
気
候
、
都
会
、
産
物
、
交
通
等
」
に

関
す
る
情
報
は
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
地
理
科
と
の
関
連
と
い
う
こ
と

で
み
る
な
ら
ば
、
「
本
邦
ト
ノ
関
係
二
於
テ
重
要
ナ
ル
諸
国
」
の
拡
大
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
お
け
る
日
本
人
の
活
躍
を
記
述
す
る
こ
と
に
主
な
ね

ら
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
八
波
は
「
時
代
の
要
求
」

と
と
ら
え
て
い
る
。
実
際
大
正
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
、
地
理
科
に

対
す
る
時
代
の
要
求
と
し
て
「
海
外
発
展
の
緊
要
と
植
民
並
に
移
民
思
想

の
培
養
」
を
掲
げ
る
地
理
教
授
書
も
見
ら
れ
る
⑳
゜

し
か
し
国
定
第
三
期
地
理
教
科
書
『
尋
常
小
学
地
理
書
』
（
大
正
七
ー
八

年
）
に
お
け
る
「
南
ア
メ
リ
カ
州
」
（
巻
二
）
に
お
け
る
「
交
通
・
貿
易
」

の
項
で
は
日
本
か
ら
の
移
民
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
簡
略
に
示
す
の
み
で

あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
南
部
、
ペ
ル
ー
等
に
は
我
が
国
人
の
在
留
す
る
も
の
少

か
ら
ず
。

一
方
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
南
米
よ
り
」
（
第
一
―
巻
）
に
お
い
て
は
南

米
に
お
け
る
日
本
人
の
活
躍
ぶ
り
を
四
つ
の
た
よ
り
の
う
ち
二
つ
に
お
い

て
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針
に
つ
い
て
八
波
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
⑳
゜「
世
界
を
相
手
に
」
と
い
ふ
こ
と
を
標
語
の
一
っ
に
選
ん
で
ゐ
る
国

語
読
本
に
は
、
到
る
処
斯
様
に
世
界
を
舞
台
に
日
本
人
を
働
か
せ
て

あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

「
時
代
の
要
求
」
の
結
果
増
大
し
た
地
理
科
の
教
育
内
容
の
う
ち
、
「
世
界

を
相
手
に
」
働
く
日
本
人
の
活
躍
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
も
ま
た
、
国
語

科
に
お
け
る
地
理
的
教
材
に
加
え
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
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IV 
そ
し
て
「
他
教
科
の
読
本
化
」
と
「
世
界
を
相
手
に
」
と
、
と
い
う
第

三
期
国
定
国
語
教
科
書
に
お
け
る
二
つ
の
方
針
は
、
第
四
期
国
定
国
語
教

科
書
に
お
い
て
あ
る
い
は
徹
底
さ
れ
、
あ
る
い
は
引
き
継
が
れ
、
地
理
的

教
材
の
変
容
は
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

変
容
期
地
理
的
教
材
か
ら
見
る
国
語
科
の
特
性

「
思
ひ
切
つ
て
文
学
読
本
に
す
る
事
」
は
第
四
期
国
定
国
語
教
科
書
に

お
い
て
、
実
現
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
第
四
期
国
定
国
語
教
科
書
に
お
け

る
地
理
的
教
材
か
ら
は
、
地
理
科
と
し
て
の
教
育
内
容
を
示
す
情
報
は
、

「
東
京
」
（
巻
六
）
、
「
大
阪
」
（
巻
七
）
な
ど
を
例
外
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど

失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
文
部
省
図
書
監
修
官
と
し
て
教
科
書
編
集
に
あ

た
っ
た
井
上
赳
は
次
の
よ
う
に
そ
の
自
負
を
述
べ
て
い
る
⑳
゜

昭
和
を
代
表
す
る
新
読
本
は
、
少
な
く
と
も
材
料
の
選
択
及
び
表
現

に
於
て
、
常
に
そ
れ
が
文
学
た
る
べ
き
こ
と
を
目
標
と
し
、
単
な
る

実
科
内
容
の
記
述
た
る
こ
と
を
避
け
、
何
等
か
の
意
味
に
於
て
、
国

家
的
・
人
生
的
生
活
と
交
渉
す
る
相
を
切
取
つ
て
表
現
す
る
こ
と
を

念
と
し
て
ゐ
る
。
随
つ
て
そ
の
表
現
は
、
時
に
多
面
的
立
体
的
と
な

り
、
そ
れ
が
一
学
科
と
交
渉
す
る
と
共
に
他
学
科
を
も
含
み
、
又
よ

り
多
く
文
学
で
あ
り
得
る
。
（
中
略
）
唯
諸
実
科
に
対
す
る
興
味
を
喚

起
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
実
科
の
内
容
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
科
に
譲
る
べ
き
で
あ
る
。

井
上
は
巻
十
一
の
地
理
的
教
材
を
例
と
し
て
挙
げ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
を

地
理
文
学
（
北
海
道
、
樺
太
の
旅
、
欧
州
航
路
）
、
歴
史
地
理
文
学
（
吉
野

山
、
京
都
）
、
自
然
文
学
（
瀬
戸
内
海
、
燕
岳
に
登
る
、
十
和
田
紀
行
）
と

し
て
示
し
て
い
る
⑳
゜

こ
の
う
ち
地
理
文
学
は
「
現
代
生
活
感
を
基
調
と
し
て
、
や
や
広
い
範

囲
に
亙
る
風
物
、
人
生
、
文
化
等
を
描
き
出
し
た
も
の
。
紀
行
文
の
形
も

あ
れ
ば
、
一
部
生
活
表
現
の
形
を
取
っ
た
も
の
も
あ
る
」
と
い
う
。
地
理

的
教
材
の
う
ち
、
摘
要
体
で
記
述
さ
れ
た
も
の
、
歴
史
地
理
文
学
、
自
然

文
学
を
除
く
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
教
材
が
こ
こ
に
分
類
で
き
る
。
そ
し
て

「
世
界
を
相
手
に
」
と
い
う
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
の
理
念
は
、
と
り

わ
け
こ
の
地
理
文
学
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
地
理
文
学
は
、
「
自
然
及
び
史
的
文
化
に
よ
っ
て
連
想
す
る
史
的
感

情
が
表
現
の
主
題
と
な
つ
て
ゐ
る
」
も
の
で
あ
る
。
第
四
期
国
定
国
語
教

科
書
中
の
他
の
巻
で
は
、
「
明
治
神
宮
」
「
雨
の
養
老
」
「
熊
野
紀
行
」
「
出

雲
大
社
」
「
鎌
倉
」
「
奈
良
」
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
教
材
の
叙
述
は
「
京
都
」
に
つ
い
て
の
井
上
自
身
の
解

説
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
美
文
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
凶
゜

特
に
文
の
音
声
的
諧
調
に
重
点
を
置
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
感
情

情
緒
を
連
想
的
に
呼
起
さ
し
め
る
の
が
こ
の
文
で
あ
り
、
客
観
的
な

叙
述
は
出
来
る
だ
け
省
略
し
て
あ
る
。

自
然
文
学
は
「
叙
景
文
の
延
長
と
見
る
べ
き
も
の
」
で
、
表
現
が
「
自

然
美
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
」
も
の
で
あ
る
。
他
の
巻
で
こ
れ
に
相
当
す
る

の
は
「
朝
の
大
連
日
本
橋
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
満
洲
が
有
す
る
感
情
情

緒
を
房
髯
せ
し
め
よ
う
と
す
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
設
定
さ
れ
た
韻

文
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
学
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
地
理
科
的
な
情
報
を
希
薄

に
し
た
結
果
、
獲
得
し
た
国
語
科
と
し
て
の
教
育
内
容
は
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
『
小
学
国
語
読
本
総
合
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
井
上
赳
自
身
に
よ
る
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「
要
説
」
に
即
し
て
い
え
ば
、
「
敬
虔
の
至
情
」
（
明
治
神
宮
）
、
世
界
に
向

か
う
「
国
民
の
発
展
」
（
ホ
ノ
ル
ル
の
一
日
、
ア
メ
リ
カ
だ
よ
り
、
京
城
へ
、

南
洋
だ
よ
り
、
朝
鮮
の
田
舎
、
「
あ
じ
あ
」
に
乗
り
て
、
支
那
の
印
象
）
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
持
つ
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
尋
ね
た
旅
人

の
「
感
情
情
緒
」
（
朝
の
大
連
日
本
橋
、
ホ
ノ
ル
ル
の
一
日
、
京
都
、
欧
州

航
路
、
支
那
の
印
象
、
奈
良
）
、
そ
し
て
叙
景
文
学
的
要
素
（
空
の
旅
、
北

海
道
、
十
和
田
紀
行
、
燕
岳
に
登
る
）
そ
れ
ぞ
れ
の
感
得
と
い
う
四
点
に
、

大
き
く
は
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
⑳
゜

こ
れ
ら
は
検
定
期
の
教
材
に
ま
で
そ
の
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
国
定
三
期
に
い
た
る
ま
で
は
、
地
理
科
的
教
育
内
容
を
、
程
度
の

差
は
あ
っ
て
も
残
し
て
い
た
た
め
に
国
語
科
で
あ
る
こ
と
の
積
極
的
な
意

味
を
見
出
し
難
か
っ
た
。
し
か
し
国
定
四
期
に
お
い
て
地
理
科
的
教
育
内

容
を
軽
減
な
い
し
は
払
拭
し
、
一
方
で
文
章
を
美
文
化
し
た
結
果
、
こ
れ

ら
が
国
語
科
固
有
の
教
育
内
容
と
し
て
残
さ
れ
際
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
心
情
の
読
み
取
り
と
情
景
の
読
み
取
り
、
そ
し
て
国
民
的
志
操
の

啓
培
を
、
教
育
内
容
と
し
て
獲
得
・
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
科

は
教
科
と
し
て
の
自
立
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な

る。
こ
の
こ
と
に
伴
っ
て
発
生
し
た
問
題
は
見
逃
し
え
な
い
。
ま
た
こ
こ
に

至
る
過
程
で
の
教
授
方
法
と
の
相
互
関
係
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

①
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
い
ず
れ
も
『
日
本
教
科
書
大
系
近
代
編
』
第
5
巻

S
第
8
巻
（
昭

和
三
八
ー
三
九
年
、
講
談
社
刊
）
所
収
の
も
の
に
よ
っ
た
。
地
理
科
の
教
科
書
に
つ
い

て
も
同
大
系
第
16
巻
に
よ
っ
た
。

国
語
教
科
書
に
お
け
る
地
理
的
教
材
に
つ
い
て
は
筆
者
が
判
断
し
、
そ
の
一
覧
を
本

文
末
に
示
し
た
。

②
「
摘
要
体
」
「
旅
行
体
」
「
彙
類
体
」
と
い
う
名
称
の
う
ち
、
「
彙
類
体
」
に
つ
い
て
は

森
岡
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
斉
藤
斐
章
が
同
じ
内
容
の
こ
と
が
ら
に
対
し
て

「
観
念
の
彙
類
を
作
る
べ
し
」
（
『
小
学
地
理
歴
史
教
授
法
講
義
』
二
七
三
頁
、
明
治
三

八
年
、
目
黒
書
店
）
と
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
用
い
た
。
ま
た
「
摘
要
体
」
も
森

岡
自
身
の
用
語
を
用
い
る
な
ら
ば
「
区
分
毎
」
の
摘
要
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

③
森
岡
常
蔵
『
小
学
教
授
法
』
二

0
九
ー
ニ
―

0
頁
（
明
治
三
二
年
、
金
港
堂
）

④
社
説
「
保
科
、
岡
田
、
藤
岡
三
氏
の
読
本
編
纂
法
に
関
す
る
意
見
書
を
評
す
」
『
教
育

学
術
界
』
第
一
巻
第
三
号
（
明
治
三
三
年
一
月
）

⑥
国
定
教
科
書
の
編
纂
趣
意
書
は
す
べ
て
「
近
代
日
本
教
科
書
教
授
法
資
料
集
成
第

十
一
巻
』
（
昭
和
五
七
年
、
東
京
書
籍
）
に
よ
っ
た
。

⑥
同
右
書
二
三
九
頁
。

の
佐
々
木
吉
三
郎
『
国
語
教
授
撮
要
』
二
八
五
ー
ニ
八
六
頁
（
明
治
三
五
年
、
育
成
会
）

⑧
前
掲
『
近
代
日
本
教
科
書
教
授
法
資
料
集
成
第
十
一
巻
』
二
五
二
頁

⑨
同
右
書
一
＿
五
一
頁
記
載
の
項
目
を
筆
者
が
箇
条
書
き
と
し
た
。

⑩
こ
こ
で
い
う
「
美
感
」
が
何
を
指
す
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
②
か
ら
⑥
ま
で
に
地
理

的
教
材
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
め
て
い
く
と
、
情
景
を
韻
文
で
叙
述
し
た
「
須
磨
・
明
石
」

と
、
「
富
士
登
山
（
二
）
」
、
「
奈
良
」
「
日
光
」
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
末
の
韻
文
が
そ
れ
に
相

当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
も
、
「
美
感
ヲ
養
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ
」

が
対
象
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
題
材
の
属
性
と
し
て
の
風
景
や
由
来
で
あ
る
の
か
、
叙

述
方
法
と
し
て
の
韻
文
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は

特
定
し
が
た
い
。

皿
前
掲
『
近
代
日
本
教
科
書
教
授
法
資
料
集
成
第
十
一
巻
」
二
六
九
頁

皿
同
右
書
三
八
八
頁
「
編
纂
ノ
要
旨
」

⑬
文
部
大
臣
官
房
図
書
課
『
国
定
教
科
書
意
見
報
告
彙
纂
第
五
輯
』
一
七
五
頁
（
大

正
八
年
）

⑭

同

右

一

九

六

頁

⑮
文
部
省
普
通
学
務
局
『
国
定
教
科
書
意
見
報
告
彙
纂
第
二
輯
』
一
六

0
頁
（
大
正

三
年
）

⑯
教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
五
巻
、

―
―
八
頁
（
昭
和
一
三
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＾ かし)
ゅ
う
い
ち
ろ
う
筑
波
大
学
教
育
学
系
講
師
）

年
、
教
育
資
料
調
査
会
）

仰
八
波
則
吉
『
創
作
へ
の
道
』
八
八
頁
（
大
正
一

0
年
、
弘
道
館
）

⑱
中
山
貞
治
「
小
学
教
育
国
史
と
地
理
」
三
九
四
ー
―
―
―
九
九
頁
（
碓
井
正
平
と
の
共
著
、

昭
和
―
一
年
、
南
光
社
）

⑲
八
波
則
吉
『
第
二
国
語
の
講
習
』
二
三
八
頁
（
大
正
一
三
年
、
教
育
研
究
会
）

⑳
八
波
則
吉
『
読
本
中
心
国
語
の
講
習
』
ニ
―
七
頁
（
大
正
一
―
年
、
教
育
研
究
会
）

闘
管
見
に
よ
れ
ば
菊
地
勝
之
助
『
文
化
中
心
地
理
新
教
授
法
』
（
大
正
一
―
年
、
教
育
研

究
会
）
、
静
岡
県
師
範
学
校
付
属
小
学
校
『
各
科
学
習
指
導
の
理
論
と
実
際
』
（
昭
和
四

年
、
明
治
図
書
）
な
ど
に
お
い
て
、
地
理
科
に
対
す
る
時
代
の
要
求
と
し
て
「
海
外
発

展
の
緊
要
と
植
民
並
に
移
民
思
想
の
培
養
」
（
菊
地
）
、
「
海
外
発
展
思
想
の
養
成
」
（
静

岡
師
範
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

四
八
波
則
吉
『
読
本
中
心
国
語
の
講
習
」
（
前
掲
）
ニ
ニ

0
ー
ニ
ニ
―
頁
。

⑳
井
上
赳
「
小
学
読
本
編
纂
史
」
付
記
『
岩
波
講
座
国
語
教
育
』
（
昭
和
―
二
年
）
所
収
。

た
だ
し
古
田
東
朔
編
『
国
定
教
科
書
編
集
二
十
五
年
』
一
九
二
頁
（
昭
和
五
九
年
、
武

蔵
野
書
院
）
に
よ
っ
た
。

⑳
国
語
教
育
学
会
編
『
小
学
国
語
読
本
総
合
研
究
巻
十
一
』
一
三
ー
一
四
頁
（
昭
和

一
四
年
、
岩
波
書
店
）

四

同

右

書

五

0
頁。

⑳
国
語
教
育
学
会
編
『
小
学
国
語
読
本
総
合
研
究
』
（
前
掲
）
は
「
小
学
国
語
読
本
の
各

教
材
に
つ
い
て
、
そ
の
学
習
指
導
の
基
礎
を
豊
富
・
確
実
・
有
力
な
ら
し
め
る
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
立
場
か
ら
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
」
（
凡
例
）
。
井
上
赳
は
編
纂
の
立

場
か
ら
相
当
数
の
教
材
の
「
要
説
」
を
執
筆
し
て
い
る
。

- 58-



国語教科書における地理的教材一覧（数字は巻数）

学海指針社 普及舎 金港堂 坪内雄蔵

5 日日日本本 （閉歌）
645 吾宮大東畿湊我大等京J阪士内日ガII本八神の山国卜社生帝道ノ西農国京まれ業たる国

5 東日本京国

きせん・きしゃ

6 富富東悶東北中海国ナ士陸山道道道山山唱歌

7 長砂九糖州崎 卜甕

8 :北石汽日H塁海炭船本本道汽ノノ三工車棗芸
我交琉通球卜北海業道 8 デ

まで

氷［ノ'"
等国ノ世界

） 
那卜朝鮮

一期 二期 三期 四期

4 ふじの山び

4 富参類横大朝連士宮浜の大港だのだ連山よよ

5 水のた プ（一ツ ・ニ） 5 り
ナラノ大 6 

ば 7 
1 2) ビ
はらし 6 8 り

朝 日本橋
6 の手紙 ホノルルの一日

清水トンネル
9 アメリカだより

8 の一節

10 南朝京空明用パ熊「鮮城治汗野ののナt神旅餐の紀へだマ,． 老運行宮田よ七舎河り

7 1 2) 
（一・ニ）

， 
アメリカだより

8 名古屋市
の話 9 トラック島便り

ナイヤガラの滝 あじあ」に乗りて
10 もの 東京から青森まで 11 吉野山

地靖箱昔足宮名球国根尾士古の神旅銅登屋山（城二社行山山） 

10 明白馬治岳神宮参河拝
(1) 

パ京炭太上瀬北南鎌出日倉城鉱光宰海戸海米雲ナ府道大マの山内よ運友海社まりから

(2) （一・ニ）
うで

アイヌ 11 

((11巻43))臼数伊奈須伊霜H41勢良磨光能99神忠明山I高宮石敬等小学読本1の
12 12 

我奈1鳴問ヨ和が門宮良ー林国田ロ湖蔵のッ木パ材の旅
奈欧州良めぐり
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